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基礎研究の成果から製品・サービスへの展開等の社会実装におけ

る経験・体験談

基礎研究の成果としてどういうところまで到達していれば企業の

製品・サービス展開が可能になるのか（一般論として）

お題
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開発に活かすことができたこと、できなかったことの事例紹介
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開発に活かすことができたこと、できなかったことの事例紹介
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詳細化
実現化

価値
目標指標の提供等の評価研究

認知負荷、生理反応、
誤反応率、反応時間、
主観反応、脳活動、専門的な客観手
法・・・・
ありがたいのですが、間に合って
いることがおおい

知見の提供等の研究コンサル

データ解析、実験計画
相談、研究委託・・・

効率化には助かりますが、わざわ
ざ専門家を使ってまでやらなくて
もいい

研究データのデーターベース提
供 人体情報、マーケティング情報、

気候情報、調査研究

目指す目標が決まっていれば大変
助かります

実装に向けた検証研究

リアルワールド下の検証
仮説のアジャイル検証
構造の信頼性検証・・・

何を、どこまで、どうやってが
揃って進められるので、実装につ
ながりやすい
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あくまで「一般論」として・・・

新たな価値や実現の手段を提供いただける研究が一番ありがたい・・
・

企業を利用して、自分の研究で稼がせてやろう！というご提案、

心よりお待ちしております！
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